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効　　　　　　　果

現場職員の長時間労働是正として、下記２件に取り組んでいる。
①ノンコア業務の遠隔支援による現場業務の削減への取組。
　建設ディレクターの認定を取得し、遠隔業務従事者への指導およびフォローアップを行い、まずは施工体制台
帳
　の作成および建設業退職金共済事業に伴う、各種確認を現在実施しており、今後は写真整理などのルーティン
　ワークについても、遠隔にて支援を計画している。
②作業打合せのＩＣＴ化への取組。
　大規模工事では、昼の作業打合せに備え、午前中に各職員が担当工事の作業予定等を確認し、更に関連工事と
の
　事前調整を行った上で、作業打合せ日誌を作成するため、大きな負担が発生している。
　建設現場施工管理サービスである「Buildee調整会議」を採用し、職長による作業予定、実績の入力から帳票出
力、
　各種重機および資機材管理をスマホで入力することにより、元請および各業者がリアルタイムに情報共有を図
る

①ノンコア業務の遠隔支援による現場業務の削減
　施工体制台帳は、各発注者により多少のオリジナルはあるものの、必要書類はほぼ共通であるため、専任者に
より
　作成を行うことで、作成処理の正確性や作成時間も短縮される。もちろん現場は資料徴収～確認～作成に費や
す
　時間が削減され高評価であり、今後も支援内容の拡大を望んでいる。
②作業打合せのＩＣＴ化への取組
　特に大規模工事では、元請職員の連絡調整および打合せ日誌作成時間が大幅に削減された。

ノンコア業務の遠隔支援と作業打合せのICT化の取組み
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作業打合せのICT化


